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和
三
三
年

四
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慶
応
義
塾
大
学
経
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任
講
師

昭
和
三
八
年

四
月

慶
応
義
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大
学
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学
部
助
教
授

昭
和
四
六
年

五
月

日
本
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学
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事
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四
九
年
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月

慶
応
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塾
大
学
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学
部
教
授

昭
和
五

O
年
一

O
月
1
昭
和
五
四
年
九
月

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
日
吉
主
任

昭
和
六
一
年

1
平
成
二
年
七
月

ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
国
際
学
会
事
務
局
長

平
成

二
年

七
月
一
五
日

都
立
大
塚
病
院
に
て
逝
去

死
去
の
前
年
ま
で
研
究
・
調
査
の
た
め
十
数
度
に
わ
た
り
渡
独

一 XII-

東
京
大
学
・
中
央
大
学
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は
じ
め
数
校
に
お
い
て
非
常
勤
講
師



主

要

素
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論

文

ト
l

マ
ス
・
マ
ン
へ
の
告
別
、

「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
一
五
号
（
五

O
l五
三
頁
〉
、

・一

0
・二

日
本
独
文
学
会
、
昭
和
三

O
（
一
九
五
五
）

九
『
ジ
ン
プ
リ
チ
シ
ム
ス
』
に
お
け
る
物
語
り
の
態
度
ー
ー
ー
題
詩
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

l
l、
「
日
士
口
論
文
集
」
（
一
二
田
学
会
雑
誌
・
三
田
商
学
研

究
、
日
吉
特
別
号
）

3
（
慶
応
義
塾
大
学
創
立
百
年
記
念
号
）
所
収
（
一
三

0
1
一
四
八
頁
）
、
昭
和
三
三
（
一
九
五
八
〉

・
一
二
・
三

O

〉
σ
ω
c
E
m
n
。5
2・
0
ι
2
Z
O円
門
司

2
2
ω
A
Z
g
N＼
ω各
一
日
℃
民
・

ω立
巳
〈
Oロ
〉

E
3
8
の
ミ
℃
ECω
・
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
三
六
号
（
四

O
l

四
九
頁
）
、

日
本
独
文
学
会
、

一
九
六
六

4

一一一。：ハ

作
家
と
し
て
の
ト
l
マ
ス
・
マ
ン
の
生
涯
、

一
九
六
八
年
頃
？
（
未
発
表
原
稿
。
翻
訳
『
す
げ
か
え
ら
れ
た
首
』

の
解
説
と
し
て
執
筆

か
？
）

文
学
史
の
問
題
性
1

1

一
七
世
紀
研
究
の
立
場
か
ら
、

日
本
独
文
学
会
、

一
九
七
二
・
一

「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
四
九
号
（
一
一
一
九
頁
）
、

0
・一

O

ベ
ル
リ

i
ン
物
語
｜
l
文
学
首
都
の
成
立
ま
で
｜
｜
、

「
芸
文
研
究
」
第
四

O
号
（
一
四
四
i

一
五
六
頁
〉
、

一
九
八

0
・
九
・
三

O

〈
ウ
ア
ロ
マ

i
ン
〉
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
、

「
芸
文
研
究
」
第
四
三
号
所
収
（
二
五
一
二
五
九
頁
）
、

一
九
八
二
・
一
二
・
一

O
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ゲ
ー
テ
時
代
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
1

1

一
七
九
八
年
の
文
学
地
図
序
説
（
付
独
文
レ
ジ
ュ
メ
）
、
「
ゲ

l
テ
年
鑑
」
第
二
四
巻
（
通
刊
第
三
五

巻
）
所
収
（
一
ー
ー
一
六
頁
）
、

日
本
ゲ
l
テ
協
会
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）

・一

0
・

バ
ロ
ッ
ク
小
説
大
観
｜
｜
《

5
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2
8
3
P
E
S
t
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再
見
ー
ー
ー
、
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
七
八
号
（
八
二
九
一
頁
〉
、

日
本
独
文
学
会
、

一
九
八
七
・
三
・
一

。
ュ
ヨ
ヨ
巴
与
さ
ωg
の
「
謎
」
、
慶
応
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
「
ド
イ
ツ
語
学
・
文
学
」
第
四
号
（
一
五
六
｜
一
五
九
頁
）
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
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ら
れ
ざ
る
グ
リ
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八
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六
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八
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玉
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科
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典
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文
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、
第
四
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古
代
よ
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中
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ま
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よ
び
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宗
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改
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バ
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ッ
ク
時
代
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1
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ド
イ
ツ
文
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の
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と
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〉
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」
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学
館
、
昭
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）
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O
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筆
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峯
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、
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潮
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九
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0
・
四
・
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O
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筆
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、
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だ
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れ
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マ
セ
ッ
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・
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ム
編
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O
O選
」
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収
（
一
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六

ー
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四
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）
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書
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、
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C、
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ

l
ム
編
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O
O選
」
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収
（
四
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九

四
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頁
）
、
河
出
書
房
、
昭
和
三
六
（
一
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一
）

・
九
・

五

ω円
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
、

ス
タ
ン
ダ
l
ル

「
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
全
集
」

一
O
「
三
人
の
自
伝
作
家
」
所
収
、

み
す
ず
書
一
房
、
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）

一
・
三

O
（
「
解
説

ス
タ
ン
ダ
l
ル」

四
O
六
｜
四

O
八
頁
も
執
筆
）

H
・
ベ
ル
、
九
時
半
の
玉
突
き
、
佐
藤
晃
一
訳
、
白
水
社
、

「
新
し
い
世
界
の
文
学
」

一
九
六
五
・
三
・
二
五
（
「
解
説
」

二
二

O
頁



に
よ
る
と
、
こ
れ
は
一
一
人
の
共
訳
で
あ
り
、

「
全
体
を
ま
と
め
て
く
れ
た
の
は
中
由
美
喜
君
で
あ
る
」
と
あ
る
）

ア
ン
デ
ル
シ
ュ
、
自
由
の
さ
く
ら
ん
ぼ
、

「
群
像
」
九
月
号
（
通
巻
第
一
七
巻
第
九
号
）
所
収
（
九
四
l

一
四
七
頁
）
、
講
談
社
、
昭
和
三
七

（
一
九
六
二
）

九

エ
フ
ゲ
ニ

l

・
エ
フ
ト
シ
エ
ン
コ
、

石
と
少
女
、

「
自
由
」

四
月
号
（
通
巻
第
五
巻
第
四
号
）
所
収
（
一
二
二
i

一
三
四
頁
）
、
自
由
社
、
昭

和
三
八

（
一
九
六
三
）

四

ク
ラ
イ
ス
ト
、
拾
い
子
、

「
世
界
短
篇
文
学
全
集
」
三

（
ド
イ
ツ
文
学
／
一
九
世
紀
編
〉
所
収
（
四
五
i
五
九
頁
）
、
集
英
社
、

昭
和
三
八

（
一
九
六
三
）

・
九
・
二

O

グ
リ
ン
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
、
放
浪
の
女
ぺ
て
ん
師
ク
ラ
l
シ
ェ
、
現
代
思
潮
社
、
古
典
文
庫
、

一
九
六
七
・
一
一
・
三

O
（
「
解
説
」
も
執

吋
戸
マ
ン
、
す
げ
か
え
ら
れ
た
首
、

「
世
界
文
学
全
集
」

二
八
所
収
（
三
七
七
i
四
五
五
頁
）
、
講
談
社
、
昭
和
四
三

（
一
九
六
八
）
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筆）

四

ノー＼

エ
l
リ
ヒ
・
へ
ラ
l
、
廃
嫡
者
の
精
神
（
全
八
章
の
う
ち
「
I
ゲ
l
テ
と
学
問
的
真
理
の
理
念
」
「
E
ゲ
l
テ
と
悲
劇
の
回
避
」
、

頁
）
、
紀
伊
国
屋
書
店
、

一
九
六
九

。
一
O
（
共
訳
者
一
青
木
順
三
、
杉
浦
博
）

ク
ラ
イ
ス
ト
、
拾
い
子
、
川
村
二
郎
編
・
現
代
の
世
界
文
学
「
ド
イ
ツ
短
篇
二
四
」
所
収
三
六
｜
三

O
頁
）
、
集
英
社
、

一
九
七
一
・
一

O

。
ク
ラ
イ
ス
ト
、
こ
わ
れ
が
め
／
ア
ン
フ
ィ
ト
リ
オ
ン
、
「
ク
ラ
イ
ス
ト
名
作
集
」
所
収
（
七
！
一
三
六
頁
）
、
白
水
社
、

一
九
七
二
・
七
・
二

五
（
「
解
説
」

三
九
七
l
四
O
五
頁
も
執
筆
。
共
訳
者
一
岩
淵
達
治
、

羽
鳥
重
雄
）



ク
ラ
イ
ス
ト
、

O
侯
爵
夫
人
／
拾
い
子
／
ロ
カ
ル
ノ
の
乞
食
女
／
チ
リ
l
の
地
震
（
『
拾
い
子
』
以
下
三
編
は
柏
原
兵
三
氏
と
の
共
訳
）
、
「
新

集
世
界
の
文
学
」

五
「
シ
ラ
l
／
ク
ラ
イ
ス
ト
」
所
収
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）

・
八
・
二

O

F
・
ゼ
ン
グ
レ
、

ヴ
ィ

i
ラ
ン
ト
と
ゲ

i
テ
、
相
良
守
峯
監
修
／
E
・

o
－
ブ
ル
ガ
l
編
著
「
ド
イ
ツ
古
典
主
義
研
究
」
所
収
合
一
六
七
｜

三
九
五
頁
）
、

エ
ン
ヨ

l

一
九
七
九
・
一
二
・
二
五

ゲ
ー
テ
、

、
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
、

ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
、

「ゲ
l
テ
全
集
」

四
所
収
（
七
五
l

一
七
五
頁
）
、
潮
出
版
、

一
九
七
九
・
七
・
二
五

（
「
解
説

ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
」

四
三
二
1

四
三
六
頁
も
執
筆
）

H
・
。
フ
ラ
ン
グ
編
著
、

ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
主
義
研
究
、

エ
ン
ヨ

l

一
九
八
七
・
八
・
二
五

監
修
お
よ
び
翻
訳

ωへ
ル
ム

l
ト
・

0

フ
ラ
ン
グ
、
序
二
一
一
口
（
一
一

l

一
九
頁
）

川
ヤ
l
コ
プ
・
オ
ー
バ
ー
マ
ン
ス

ロ
マ
ン
主
義
を
め
ぐ
る
闘
い

合
二

l
二
一
三
頁
）
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ク
ラ
イ
ス
ト
、
拾
い
子
、
集
英
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
世
界
の
文
学
」

一
O
「
ド
イ
ツ

I
」
所
収
（
一

O
八
九
1

一一

O
四
頁
）
、
集
英
社
、

九

九
一
・
五
・
二
五

文
献
解
題

近
世
ド
イ
ツ
文
学
（
八
名
に
よ
る
合
作
）
、
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
七
八
号
（
九
二
ー
l
一
O
O頁）、

日
本
独
文
学
会
、

一
九
八
七
・
三
・
一

口
頭
発
表
／
講
演

最
近
の
グ
リ
ン
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
研
究
、

日
本
独
文
学
会
・
秋
期
研
究
発
表
会
（
京
都
大
学
）
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）



。ロ
2
2
の
日
ωω
一
z
z
E
O
B
F
E
に
つ
い
て
、
現
代
ド
イ
ツ
小
説
研
究
会
（
学
士
会
館
）
、
昭
和
一
二
九
（
一
九
六
四
）

〉
ロ
己
河
川
目
。
門
司
同
）

E
5
の
喜
劇
に
つ
い
て
、

ド
イ
ツ
・
バ
ロ
ッ
ク
研
究
会
（
学
士
会
館
）
、

昭
和
四

O
（
一
九
六
五
）

喜
劇

Z
0
5
E一一
2
Fユ
F
へと
Z
2門
司

2
2
ω
心
ロ

gNE、

九
六
五
）

日
本
独
文
学
会
・
バ
ロ
ッ
ク
文
学
研
究
分
科
会
（
中
央
大
学
）
、
昭
和
四

O
（一

五

ド
イ
ツ
・
バ
ロ
ッ
ク
小
説
ー
ー

l
z
s。
E
に
つ
い
て
｜
｜
、

ド
イ
ツ
・
バ
ロ
ッ
ク
研
究
会
（
学
士
会
館
〉
、
昭
和
四

O
（
一
九
六
五
）

／＼ 

ゲ
ー
テ
の
女
性
観
、

日
本
ゲ
l
テ
協
会
富
山
支
部
講
演
会
、
昭
和
四

O
（
一
九
六
五
）

七

グ
リ
ン
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
と
バ
ロ
ッ
ク
小
説
、

日
本
独
文
学
会
・
春
季
研
究
発
表
会
バ
ロ
ッ
ク
分
科
会
、
昭
和
四
一

（
一
九
六
六
）

五

詩
と
真
実
、

日
本
ゲ
l
テ
協
会
富
山
支
部
講
演
会
、

昭
和
四
一

（
一
九
六
六
〉

七

ゲ
ー
テ
と
そ
の
時
代
、
京
都
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
院
・
第
一
回
文
化
講
演
会
、
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）

四

／＼、
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書

評

〉－
Z
2
Z
ω
与
。
日
一
開
5Zσ
ヨ
ω
z
r
z
D【

凶

U
S
E
－B
N
2片山一件。『号
ω
回
目
。
尖
・
「
芸
文
研
究
」
第
二

O
号
（
一
五
九
｜
一
五
六
〈
二
一
一
一
一
一

四
〉
頁
）
、
昭
和
四

O
（
一
九
六
五
）

五

者
m
一円
2
E
R
r一口
g
r
E
R
Z
T』
ω
Z
1巳
色
。
ω
コ・

5ι
－∞・］山町
E
E
E
ω
ロロ己

E
Z
E一日
E
R
E
－ハ
O
B
O
E
O－
「
芸
文
研
究
」
第
二
一

号
（
七
五
｜
七
二
〈
五
八
l
六
一
〉
頁
）
、
昭
和
四

（
一
九
六
六
）

四

相
良
先
生
の
『
延
々
わ
が
歳
月
』

「回『ロコロゆロ」

（

Z
円－

N
C
印ご

一
一
三
頁
、
郁
文
堂
、

一
九
七
八
・
七

編

集



文
学
と
人
間
の
言
語
｜
｜
日
本
に
お
け
る
G
・
ス
タ
イ
ナ
l
｜
｜
、
白
井
浩
司
・
若
林
真
・
安
東
仲
介
・
中
田
美
喜
・
池
田
弥
三
郎
編
（
編

集
代
表
池
田
）
、
慶
応
義
塾
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）

・
一
二
・
一

O

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
座
談
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
学
芸
術
に
現
わ
れ
た
る
女
性
像
」
、
檎
谷
昭
彦
・
中
由
美
喜
・
八
代
修
次
（
司
会
一
池
田
弥
三
郎
）
、
昭
和
三
九
（
一
九

ハ四）

ハ
・
二

O
（
三
田
西
校
舎

五
一
七
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
・
芸
術
に
お
け
る
デ
カ
ダ
ン
ス
」
、
高
畠
正
明
・
上
村
達
雄
・
中
田
美
喜
・
村
松
膜
・
渋
井
清
、
昭
和
四
三
（
一
九
六

/¥ 
'-" 

・
六
・
二
九
（
「
「
芸
文
研
究
」
第
二
六
号
〈
昭
和
四
三
・
一
一
・
二

O
〉

一
O
五

一

O
七
頁
に
「
ド
イ
ツ
文
学
の
場
合
」
と
し
て

-XIX-

要
旨
〉

座
談
会
一
現
在
の
課
題
を
考
え
る
l
l
l地
方
出
張
者
報
告
会
か
ら
ー
ー
ー
、
出
席
者
一
青
沼
吉
松
・
安
川
正
彬
・
大
山
正
武
・
宇
治
順
一
郎
・

中
田
美
喜
、
「
三
色
旗
」
（
Z
。・

N
m
－）

一
！
七
頁
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
〉
． 

－ ． 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
バ
ロ
ッ
ク
の
概
念
に
つ
い
て
」
、
昭
和
四
五
（
一
九
七

O
）

一
O
（
「
ド
イ
ツ
文
学
研
究
会
」

に
お
い
て
〉

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
受
容
史
（
報
告
要
旨
）
、
「
ド
イ
ツ
文
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
」
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）

／＼  

「
若
き
ド
イ
ツ
」

に
関
す
る
諸
問
題
（
報
告
要
旨
）
、

「
ド
イ
ツ
文
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
」
、

昭
和
五

O
（
一
九
七
五
）

/¥ 

座
談
会
一
酒
・
味
・
歌
、
出
席
者
一
森
武
之
助
・
池
田
弥
三
郎
・
若
林
真
・
中
田
美
喜
、
「
一
二
色
旗
」
（
Z
0
・
ωω
日
）
八
｜
二
四
頁
、
昭
和
五

O

（
一
九
七
五
）

・一

0
・一

座
談
会
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
、
出
席
者
一
池
上
忠
弘
・
佐
野
努
・
野
地
洋
行
・
中
田
美
喜
、
「
三
色
旗
」
（
Z
0
・
ω
白
）
八
｜
一
七
頁
、
昭
和



五

（
一
九
七
六
）

． 

－ 
． 
一

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
批
評
の
当
面
す
る
も
の
」
、
中
田
美
喜
・
由
良
君
美
・
高
山
鉄
男
・
岩
松
研
吉
郎
（
司
会
一
安
東
仲
介
）
、
昭
和
五
一

（
一
九
七
六
）

一
二
・
三
（
三
田
南
校
舎
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
学
に
お
け
る
東
京
」
（
昭
和
五
四
・
一
二
・
七
、
慶
応
義
塾
大
学
三
田
校
舎

五
一
九
番
教
室
）
、
池
田
弥
三
郎
・
若
林

真
・
中
田
美
喜
・
安
東
仲
介
、
「
芸
文
研
究
」
第
四

O
号
（
三
｜
四
二
頁
）
、
芸
文
学
会
、

一
九
八

0
・
九
・
三

O

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
、
上
村
達
雄
・
中
田
美
喜
・
藤
田
祐
賢
・
松
原
秀
一

・
鷲
見
洋
一
・
岩
松
研
吉
郎
、

昭
和
五
五

（
一
九
八

。
・
一
二
・
五
（
三
田
西
校
舎
）

ト
l
マ
ス
・
マ
ン

「ト
l
ニ
オ
・
ク
レ

l
ガ

l
」
、
河
出
書
房
新
社
世
界
文
学
全
集
三
二

「ト
l
マ
ス
・
マ
ン
」

の
月
報
所
載
（
一
ー
ー
三
頁
）

-xx-

エ
ッ
セ
イ

昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）

・
三
・
一

O

悲
劇
的
と
教
養
的
ー
ー
ー
ド
イ
ツ
文
学
の
女
性
像
｜
｜
、
「
一
一
一
回
評
論
」
第
六
三
一
号
（
二
八
｜
三
三
頁
）
、
慶
応
義
塾
、
昭
和
三
九
（
一
九
六

四

・一

0
・一

女
性
像
か
ら
み
た
ド
イ
ツ
文
学
史
、
「
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
」
、
大
学
書
林
、
昭
和
四

O
（
一
九
六
五
）

・
五
｜
昭
和
四
一

（
一
九
六
六
）

四

（
そ
の

l
）

ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト

四
二
l
四
五
頁

（
そ
の

2
）

コ
ン
ド
ヴ
ィ
ラ
ム

l
ル

一
O
六

一

O
九
頁

（
そ
の

3
）

愚
か
の
女
神
、

一
六
二
｜
一
」
ハ
五
頁



（
そ
の

4
）

（
そ
の

5
）

（
そ
の

6
）

（
そ
の

7
）

（
そ
の

8
〉

（
そ
の

9
）

（
そ
の
叩
）

（付）

ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
カ
タ
リ
l
ナ、

二
一
八
｜
一
二
二
頁

、
ン
ナ
・
フ
ォ
ン
・
パ
ル
ン
ヘ
ル
ム

二
七

O
｜
二
七
三
頁

ム
ザ
l
リ
オ
ン
、

三
二
八
！
一
三
一
二
頁

永
遠
の
女
性
、

三
八
二
三
八
五
頁

間
奏
曲
、

「
婦
人
の
品
位
」

の
訳
）

四
三
六
｜
四
三
九
頁
（
シ
ラ
l

オ
ル
レ
ア
ン
の
処
女
、

四
九
四
l
四
九
七
頁

ペ
ン
テ
ジ
レ

l
ア、

五
四
八
｜
五
五
一
頁

（
ド
イ
ツ
語
の
原
名
・
原
題
の
類
の
一
覧
）
、
六
五
八
l
六
六
一
頁

-XXI-

「
本
の
手
帖
」
第
六
九
号
（
二
二
三
三
頁
）
、
昭
森
社
、
昭
和
四
二

（
一
九
六
七
）

ト

l
マ
ス
・
マ
ン
父
子
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
、

「
三
色
旗
」
（
Z
0・
N
8）

（
一
九
六
八
）

． 
一一一． 
一

バ
ー
バ
リ
ズ
ム
或
い
は
床
屋
の
論
理
学
、

八
頁
、
昭
和
四
三

「
三
色
旗
」
第
二
四
八
号
（
裏
表
紙
の
内
側
〉
、
昭
和
四
三

（
一
九
六
八
）

「
花
も
見
ず
」
、

遥
か
な
る
と
こ
ろ
よ
り
、

「
三
色
旗
」
第
二
五
四
号
（
裏
表
紙
の
内
側
）
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）

五

七

「
武
士
は
食
わ
ね
ど
：
：
：
」
、
「
三
田
評
論
」
第
六
九
五
号
（
五
二
｜
五
三
頁
、

三
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
、
慶
応
義
塾
、
昭
和
四
五
（
一
九
七

O
）

三
島
由
紀
夫
の
死
に
、

一
九
七

0
・
一
一
・
三

O
（
未
発
表
原
稿
）

開
化
期
の
文
学
思
想
｜
｜
ド
イ
ツ
十
七
世
紀
へ
の
試
論
、
「
三
色
旗
」
（
Z

。・
N
2）

五

一
ー
五
頁
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）



飾
り
気
の
な
い
温
か
い
人
柄
｜
｜
沢
田
允
茂
文
学
部
長
｜
｜
、

「
三
田
評
論
」
第
七
一

O
号
（
五
八
l
五
九
頁
、
新
学
部
長
の
横
顔
）
、
慶
応

義
塾
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
〉

． 

－ 
． 
一

「
文
学
と
人
間
の
言
語
」
l
l
｜
日
本
に
お
け
る
G
・
ス
タ
イ
ナ
l
｜
｜
、
「
塾
」
第
六
九
号
（
一
四
頁
）
、
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
． 

－ ． 
一

ド
イ
ツ
の
国
文
学
、

「
三
田
評
論
」
第
七
四

O
号
〈
一
九
頁
、
研
究
余
滴
）
、
慶
応
義
塾
、
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）

ノl、

宗
教
改
革
の
前
夜
祭
劇
、
「
三
色
旗
」
第
三
二

O
号
（
一
二
頁
）
、
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）

大
学
生
活
と
友
情
、
「
塾
」
通
巻
第
八
八
号
（
二
｜
五
頁
）
、
昭
和
五
三

（
一
九
七
八
〉

四

Z
2
ι
。
ま
で
、

「
カ
ス
タ
l

ニ
エ
ン
」

Z
『・

8
（
一
八
｜
一
二
頁
）
、
南
江
堂
、
昭
和
五
五
（
一
九
八

O
）

五

Z
2号
に
て
、
「
カ
ス
タ
l

ニ
エ
ン
」

Z
円
・
ミ
（
五
1

七
頁
）
、
南
江
堂
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）

五

岩
崎
英
二
郎
氏
ゲ
l
テ
金
牌
受
賞
の
こ
と
、

「
ひ
ろ
の
」
一
二
号
（
二
一
四
｜
三
五
頁
）
、

ド
イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
、

一
九
八
一
・
一

O

-XXII-

私
と
・
・
・
・
・
・
無
芸
、

「
慶
応
通
信
」
第
三
九
九
号
（
三
頁
）
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）

一一Lー・
／＼ 

『ゲ
l
テ
著
作
集
』
初
版
、
「
塾
」
第
一
一
一
号
（
裏
表
紙
の
内
側
）
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）

． 
一一． 
一

ゲ
ー
テ
拾
遺

ω
ヴ
ェ
ル
テ
ル
／
ナ
ポ
レ
オ
ン
／
気
球
、
「
塾
」
第
一
一
二
号
（
一
二
ハ
｜
二
七
頁
）
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）

四

ゲ
ー
テ
拾
遺

ω
長
寿
の
天
才
と
短
命
の
天
才
、
「
塾
」
第
一
一
一
二
号
（
二
六
｜
一
一
七
頁
）
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）

ー..L-1、、

ゲ
ー
テ
拾
遺
川

才
女
と
虜
囚
ー

l
続
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
｜
｜
、
「
塾
」
第
二
四
号
（
二
六
1

二
七
頁
〉
、

昭
和
五
七

（
一
九
八

、』J

A 

ゲ
ー
テ
拾
遺

ω
革
命
へ
の
旅
人
｜
｜
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
l
皿
i

｜
｜
、
「
塾
」
第

一
五
号
（
二
六
｜
二
七
頁
）
、
昭
和
五
七
（
一
九

八
二
）

一
0
・一



ゲ
ー
テ
拾
遺
制

シ
ベ
リ
ア
旅
行
記
｜
｜
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
コ
ツ
ェ
ブ

l
i
l－－、

「
塾
」
第
一

一
六
号
（
二
六
！
二
七
頁
）
、
昭
和

五
七
（
一
九
八
二
）

． 
一
一一． 
一

ゲ
ー
テ
拾
遺
同

ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
と
し
て
｜
｜
｜
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
コ
ツ
ェ
ブ

l
E
l
l
l、
「
塾
」
第

一
七
号
（
二
六
1

二
七
頁
）

昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）

． 
一一． 
一

ゲ
ー
テ
の
『
色
彩
論
』
初
版
、

「
塾
」
第
一
一
二
号
（
裏
表
紙
の
内
側
）
、
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
〉

・一

0
・一

い
ま
、
世
界
の
街
で
一
リ
ュ

i
ベ
ッ
ク
の
静
か
な
日
々
、

「
三
色
旗
」
（
Z
。
・
主
∞
）

三
O
｜
三
二
頁
、
昭
和
六

O
（
一
九
八
五
〉

入

ド
イ
ツ
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
、

サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
文
化
展
お

五
五
号
（
三
｜
五
頁
）
、
同
学
社
、
昭
和
六
一

「
パ
ッ
ハ
生
誕
三

O
O年
」
所
収
（
一
三

O
l
一
三
三
頁
）
、

一
九
八
五

相
良
先
生
文
化
勲
章
の
こ
と
、

「
ラ
一
ア
ル
、
不
」

（
一
九
八
六
）

二
五
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I
V
G
東
京
会
議
・
一
九
九

O
、
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
七
六
号
（
一
五
五
｜
一
五
八
頁
〉
、

日
本
独
文
学
会
、

一
九
八
六

お
と
な
へ
の
出
発
、
「
三
色
旗
」
（
Z
。
・
合
∞
）

一
頁
、
昭
和
六

（
一
九
八
六
）

一一L..ノ＼

I
V
G
会
長
《
岩
崎
英
二
郎
君
》
・
国
際
会
議
会
長
の
名
誉
と
重
責
、

「
三
田
評
論
」
第
八
六
八
号
（
六
四
六
五
頁
、
塾
員
当
Z
0
．ω

当
Z
O）
、
昭
和
六

（
一
九
八
六
）

． 
一一一． 

I
V
G
東
京
大
会
に
つ
い
て
、

「
三
田
評
論
」
第
九
一

O
号
（
七
六
｜
七
七
頁
）
、
慶
応
義
塾
、
平
成
二

（
一
九
九

O
）

詩
・
無
題
、
「
ラ
テ
ル
ネ
」
六
五
号
（
二

0
1
二
一
頁
、
若
き
日
の
詩
の
一
篇
）
、
同
学
社
、
平
成
三
〈
一
九
九
一
）

・
二
・
一

O

紹
介
文

』
内
四
円
出
口
百
何
己
円
O
H
出
〈
P
・
カ
ピ
ッ
ツ
ァ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
眼
に
映
じ
た
日
本
〉
、
（
岩
崎
英
二
郎
・
浜
川
祥
枝
両
氏
と
共
同
執
筆
）



-XXIV-

そ
の
他
、
教
科
書
多
数
、
詩
、
未
完
の
小
説
な
ど
。

（
作
成
一
西
村
正
身
。
皆
様
の
御
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
）


